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質量M'- (1+Q)Mの-つの不純物があったとする｡ 1次元の場合､この isO-








































































2 (N 1 -1) Q+1(Ds2(wL2-ws2)
で与えられる｡ 以降の計算の途中で発散をふせ ぐために､impuriもy苧･_tOmは
格子とは別に､一定の振動数 言 2 把対応するバネで原点托拘束されて.rl尋とし
て､Hamiltonianにもこの termをつけてお ( ｡ のちに盲2-0 と考えてよ
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分か らAに固有な運動 i台A を引き去った値で与えられ､今の場合､
K-ムー i会A-(- 蒜 sxB)…f
従って格子か ら受けている力は､形式的にすべて rand{)mな力とみなされるこ
とになる｡
30 さてこの rand_om force,は､･普通の意味での時間発展をするのでな ( I
Aと垂直な空間内で制限された運動をする｡ すなわち,
0
f(隼 exp世 1-Pm )f…(榊 〕
ここで f(ち)を次のように展開 しよう｡
鍋 -exp回 い び )iL)f-1f･tf(i'+i2,f(2'･ -･
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であって､これは (f摘 ,f*)が求まれば決定される｡ この内積に対 しては､前
-の展開での もの奇数親の項は寄与 しない｡＼なんとなれば内積の展開項をみる･と
f*はⅩ,ⅩSの Iinearな関数であるのに対 し､I(12n-1)はそれらの時間微分


















-の極限で､ ∂関数的になる｡ また有限の wLに対 しては､可可の
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で eSti-Tnateすると Q≫ 1に対 して､ Tr≫ rcであって､二つの運動の
nOdeが よ(分離されて高ることがわかる. 1式で香 られた Tは､軍書にR-Li-
binの結果と同 じである ｡
-得 られたLangevin方程式をexplici七に書けば












40 Morimethod･のもう一つの特徴は,prCjeや ion を次々に行 うことに
ょ9､g(ち)≡(頻も),A*)a(A,A*r l の連分数展開が得 られるこ'とであったま)
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